
サンゴ礁研究とアートを融合する
～喜界島や万博での取り組み～

総合地球環境学研究所
渡邊 剛

狩猟採集社会 農耕社会 産業化社会
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人類誕生

不安

枢軸時代／精神革命

定常化 森林減少

化石燃料減少

次世代
↓

利用できる
自然資源のない時代

不確定で複雑な未来

?

都市集中社会
（高度経済成長）

情報化
地方分散?

13000年前 18世紀 21世紀

現在

軸の時代と定常化 e.g. Jaspers,1949,見田, 2018, 広井, 2021

Ansuategi et al.,2015

現在

人と地球環境の“変曲点”
人新世の中の予想が困難な気候変動・社会変動の相互作用

新しい戦略（モデル）が必要
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生物

生態

産業
家庭科学・アート・地域

にとっても新しい
領域・展開

次世代を担う若者を
科学、芸術、地域で
“ゆるやかに”抱き込んで
変容を見守る

未来集合知へ

次世代を
科学・アート・地域
の中で育成・融合

研究者ーアーティスト間

研究者間

研究者ー地域間

科学・アート・地の融合



喜界島の豊かな自然を活用し、サンゴ礁複合科学を通して、
広い視野をもって課題を発見し、感性とコミュニケーション力を駆使して

新学術領域を展開し次世代リーダーを育成する

サンゴ礁という超学際的な学びの場

生物

化学
物理

地学

水産学 環境学 政策学
人文学

工学

多様な研究者・アーティストが集まり、地球環境課題に
超学際的な

視点からアプローチすることできる

過去10万年もの間、サンゴ礁ができては
隆起を繰り返し今の形になった

鹿児島県 喜界町

人口：6857人
（2010-2015年の増減率 -11.72%）

高齢化率 (65歳以上)：36.8%
(2015年国勢調査）

場所の制限＝観測点を固定する

人と生態系は
“喜界島”に対して
動いている

モデル地域：喜界島 世界でも類い稀なサンゴ礁研究のフィールド

地質学的、歴史的に気候変動の振幅とカタストロ
フィック事変の頻度が大きい
3０余の集落・地区があり、文化的・歴史的背景、
言語が独立しており、文化的な多様性を維持
人口の縮退や高齢化の状況は将来の日本を先取り
している
経済史的に近代の影響を受けていないことからポ
スト資本主義の未来を表す環境

人と自然の関係を見る
モデル地域としての選定理由



地震（カタストロフィック事変）

発見された遺跡

喜界町埋蔵文化財発掘調査報告書（16）を改変

喜界島の遺跡位置図

喜界島の縄文時代の遺跡とサンゴ礁段丘形成の対比
遺跡の空白期間

段丘の形成（地震の発生）後に
遺跡がみられなくなる

地震の記憶

喜界島の完新世の気候変動とサンゴ礁生態系の変遷気候の記憶



サンゴ記録から復元された降水量、
集落ごとの湧水量、サンゴ礁地形と断層、
神社の位置と種類
集落の独立性と文化的多様性
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青線：飢饉の前年と飢饉の年の季節変動
オレンジ線：飢饉の無かった年の季節変動
灰色：現代サンゴの季節変動

水温の季節変化

塩分の季節変化
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昭和36年(1961年) 9月の台風
サンゴ骨格より
1800年～現在までの
海水温と降水量を復元
1830年代の飢饉時の
塩分も復元した

年間を通じて雨が少なかったことを示唆

サンゴ骨格記録：小氷期（300-150年前：近代産業化）～ 現代飢饉の記憶



喜界島のサンゴ骨格の酸素同位体比変動
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夏～秋に雨が降らなかった時期：1952-1955年、1998-2000年に異常値
夏の水温が高い

50年に1度の乾燥化
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18年・54年の周期変動

2023年10月6日
サンゴ掘削@喜界島
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Watanabe and Yamazaki, 2019

サンゴとサンゴ礁 －異なる時空間スケールの複合体（：ナノ；数時間 からキロ；数十万年）－

サンゴ群体の
ボーリングコア

サンゴ年輪

サンゴ骨格
高時間解像度の環境レコーダー

Vulnerability and Resilience
生物と環境の相互作用

サンゴの記憶 ヒトの記憶

記憶

外部

内部気
候

変
動
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サンゴ 個人 家族
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サンゴの記憶

気候変動

影響

人の記憶
（感情）

コミュニティ

年代

ジェンダー

文化

社会変動

百年間の“ある1日“

海洋環境変動

カタストロ
フィック事変

固着 移動

気候・自然 社会

“リアリティをもった ある1日“

地球環境問題を
自分ごとにして

未来志向の集合知へ

ヒトの感情・感覚として
ありうる1日

演劇的想像力による補完と再現性

百年の中で確率的に
ありうる1日

解像度・精度・確度の高い分析と解析

サンゴ骨格高解像度気候復元
サンゴ骨格の高精度年代測定
木の年輪・Tufaとの比較
気候データベースとの比較
サンゴ礁生態系解析
サンゴ礁地形発達史の高精度化
遺伝子分析によるコネクティビ
ティ解析
過去ー未来の水理・地形・海水
準モデルによる数値・空間シ
ミュレーション
古極端気象の確率的再現

聞き取り・文献調査
集落毎の生活史の変遷
健康生活調査
古食性解析
建築モデルによる住環境復元
ヒト集団遺伝子解析
人口動態・生業・土地利用変遷
集落単位でのワークショップ
演劇の感覚・感情の伝播の追跡
調査
研究者・地域住民の意識調査
社会的インパクトの測定

ヒトの生活にあったデータ
ベースによる使いやすい科
学知
３D模型による視覚化
演劇によるイメージの共有、
対等な対話
演劇の合同制作
演劇前後のワークショップ
科学・アートによる場の内
部環境の醸成
分析・解析・演劇・座談・
修正の連環
研究分野へフィードバック



住 心

食

過去 現在

古文書遺跡

自然科学指標

反復思考実験
イメージの可視化
解像度を合わせる

身体性を伴う相互理解

心理

行動 環境
同じ環境変動が起こったら？

未来

順応できる
社会様式

新しい生活 心理・行動

地球環境

演劇を用いた手法開発
仮想 SCENE（人の生活にあわせた時間と環境の窓）

伝統知を未来集合知へ

研究者間のイメージを可視化し
共有する
欠損データや手法間の解像度の
違いを相互補完

分野・文化・世代・立場を超えた
コミュニケーション
共通イメージと身体性を伴う相互
理解
平等・対等な対話、非認知スキル
を伴うコミュニケーション

共感性を伴う自分ごとへのベ
クトルづけ
個々の立場の相違を未来志向
の集合的な協同作業へ転換

集合的な未来志向非認知スキルイメージの擦り合わせ

IS FS1

演劇を介した
科学知と在来知の連関



時間軸・空間軸データ

演出

観劇後の情報

昭和28年(1953年) 9月28日 昭和30年(1955年) 9月29日

史実：台風22号(ルイズ台風）が通過

ティルの大きさが違う・背負い方が違う
服装・ヘアスタイルが違う
おばあさんがメーラビーすぎる

1953年12月25日に奄美群島が米国から
日本に返還される。サンゴ骨格記録より、
1953年7月-12月まで顕著に乾燥化。
一時的には1830年代奄美飢饉時の乾燥化
より大きい

サンゴ骨格記録より1955年も夏の乾燥化
は続いている。

物々交換に来るのは女性。稲刈りを
手伝いに来た縁で結婚することもあった。
物々交換は1970年代まで続いている。

台風後には荒木の浜に魚がたくさん
上がってきて嬉しかった。正和糖業ができた。

企画・プロセスの事前説明

坂嶺はお米の産地として物々交換や出稼ぎ
にくる人が多かった。
親戚の家に手伝いに来る場合もあった。

劇作

合同フィールドワーク

荷物はティルに入れて背負う。

SceNEゼミにて喜界町の外内さん（50代）
の話「本土復帰の年は雨が降らなくて食料が
なくて辛かったと聞いた。」

> > > > >

喜界島演劇
「ユラウ」

シチャミ（節浴）：旧暦８月初丁（ひの
と）の日に行われる伝統儀礼。子供の成
長を願って７歳-10歳まで毎年行われる。

荒木ではシチャミとお正月の時は
お米を食べることができた。
馬の背中に荷物を乗せて行った

本土復帰以降、島外との物流や人流が
増加する。1955年にバスが開通した（1953
年より時間が進んだことを示す）

靴を買ってもらったが運動会や遠足の時のみ
履いて大事にしていた

荒木からは大体ゴマと塩、飛び魚を持っ
て行った（ゴマ一升米一升のレート ）
黒糖を包む植物の種類が様々
シチャミを知らない

草鞋は海に行く時だけ足が痛いから履いた
堤防ができちゃってから魚が上がってくるこ
とはない。漁業で生計を立てる人はいない

黒糖をお菓子として食べている。
黒糖はオオバギの葉で包んで持ち歩く。







研究者ーアーティスト間

研究者間

研究者ー地域間

科学・アート・地の融合



洋上大学 (サンゴの方舟) 運営組織
■共催：喜界島サンゴ礁科学研究所／総合地球環境学研究所／北海道大学／名古屋大学サンゴ礁
地球環境学研究室
■協賛：喜界町
■支援：公益財団法人 かぎん文化財団・サンクスラボ・株式会社ジオアクト・
園田モータース・喜界レンタカーサービス・クラウドファンディングご支援者のみなさま
■後援：屋久島町/瀬戸内町 / 龍郷町 / 与論町教育委員会 / 伊仙町
■協力：土佐清水ジオパーク推進協議会 / 屋久島学ソサエティ / JAMSTEC / OIST / NTTドコモ
ビジネス

統括責任者：渡邊剛/運営責任者：山崎敦子
キュレーター：長谷川祐子
事務局：山下恵実、稲葉大滋、登健太郎、山川革、冨充徳、駒越太郎、延原由子、田中萌奈、
内山遼平、重定菜子、堀内浩水、竹腰真由
奄美群島連携：松岡由紀/瀬戸内連携：吉川成美/大阪-京都連携：藤井薫
顧問：山極壽一 、 柏頼之 、小原朋尚、依田真美、西村勇哉
航海顧問：石川仁
研究者：小川真由(音響海洋学)、後藤明(文化人類学)、Evan James Gowan（海水準変動）、
Zoe Moula(メンタルヘルス)、川口慎介、佐藤 矩行
アートキュレーション：長谷川祐子 ／ 経営顧問：加藤克巳
アーティスト：八木夕菜(美術家)、立石従寛(美術家・音楽家)、宮尾昇陽(映像作家)、菅谷真理
恵(パフォーマー)
喜界島：土岐宏大、種田宗一郎、栄 忠則、中路隆之
大学生/大学院生：上條奏、梶本凛太郎、渡邊翔太朗、田中花奈、田中萌奈
公募乗船者(研究)：市村康 / 公募乗船者(デザイナー)：ササオカミホ
スタッフ：山下恵実、稲葉 大滋、田中萌奈
医療サポート：安西耕 / 航海サポート：上村真央
【寄港地】喜界島：上園田慶太、栄忠則、土岐宏大、中村幸雄
屋久島：手塚賢至／田津子、笹川健一/竜串：土井恵治(土佐清水ジオパーク)
犬島：笠原 良二、青木 慎吾、白川 隆朋(福武財団)
運航：ゼリ・ジャパン 片山亮

喜界島
ETD:9/16 1000

竜串

夢洲・天保山

屋久島

航路

Watase line 
渡瀬線

種子島：18℃線による
サンゴ礁形成の北限

東京湾：造礁サンゴの
分布の北限

対馬：世界最北の
サンゴ礁

佐渡島：造礁サンゴの
分布の北限（日本海側）

串本：大型ハマサンゴ
骨格の分布の北限

ETD:9/18 0700

ETD:9/23 1000

ETD:9/20 1000

サンゴの方舟（洋上大学）：喜界島から大阪まで研究者・アーティスト・地域・次世代を乗せる航海

犬島
ETD:9/22 1000



スケジュール
9/14 喜界島【サンゴの島】

住民に向けた乗船体験イベント/ 文化交流イベント(歌、八月踊り)
9/15 喜界島フィールドワーク/乗船体験
9/16 喜界島出航
9/17 船上調査(採水・海中音録音・海水準)/ レクチャー/共同制作(神話制作・喜界島踊りの伝承)
9/18 屋久島寄港【海と山と里の島】

フィールドワーク/文化交流(古謡「まつばんだ」、屋久島太鼓保存会)/屋久島高校との交流/乗船
体験

9/19 船上調査(採水・海中音録音・海水準)/ レクチャー/共同制作(神話制作・喜界島踊りの伝承)
9/20 竜串(足摺港)寄港【現在のかわりつつある海】

サンゴ礁調査/サンゴ礁レクチャー/ジオパーク見学/文化交流/乗船体験
9/21 船上調査(採水・海中音録音・海水準)/ レクチャー/報告会準備
9/22 犬島寄港【人間たちの島/アートの島】

犬島アート作品を巡るツアー(案内：長谷川祐子氏)
9/23 大阪・天保山入港【未来を考える島】

報告会開催

研究への参加
環境への理解

インパクト

共感

人の集まりまちづくり人づくり

価値の共有

教育
価値の形成

・定義
意思決定 仲間を増やす

市民科学含む
新たな研究

サンゴ留学連絡協議会

喜界島ジオパーク
推進協議会

喜界島みらい会議

サンゴ礁保全協議会

喜界町脱炭素室

サンゴ礁と共生する島の円環モデル

可視化

世界地質遺産 大阪万博
国連海洋会議

文部科学省海洋資源利用促進技術開発プログラム ‐市民参加による海洋総合知創出手法構築プロジェクト‐


